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「『おはよう』で　笑顔の一日　スタートだ」

　

百
歳
の
誕
生
日
を

　
　

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

百
寿
の
祝

２月７日

細
ほそ

川
かわ

　澄
すみ

子
こ

さん

相
生
市

文
化
芸
術
顕
彰

　
「
地
域
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
」
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。文化芸術賞　金賞

相
生
産
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

商
品
開
発
チ
ー
ム

嶋し
ま

田だ

彩あ
や

花か

さ
ん
・
清し

水み
ず

羽は
の

愛あ

さ
ん

熊く
ま

見み

友ゆ
う

奈な

さ
ん
・
橋は
し

本も
と

沙さ

里り

さ
ん

藤ふ
じ

原わ
ら

季き

紀き

さ
ん
・
大お
お

道み
ち

静し
ず
かさ
ん

志し

智ち

友ゆ
う

香か

さ
ん
・
松ま
つ

田だ

心こ
こ
ろさ
ん

竹た
け

國く
に

真ま

奈な

さ
ん
・
水み
ず

漏も
り

楓ふ
う

馬ま

さ
ん

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
㉓
７
１
２
０

●
選
挙
期
日
（
投
票
日
）　

５
月
19
日
㈰

●
選
挙
告
示
（
立
候
補
受
付
）

５
月
12
日
㈰
８
時
30
分
～
17
時

　
相
生
市
長
選
挙
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た

●
期
日
前
投
票
　

５
月
13
日
㈪
～
18
日
㈯

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会
　

４
月
５
日
㈮
13
時
30
分
～

総
合
福
祉
会
館
４
０
２
研
修
室

　
介
護
予
防
手
帳
の
ご
紹
介

問
長
寿
福
祉
室　

☎
㉒
７
１
２
４

　

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
「
介
護
予
防
手
帳
」。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
、
日
々
の
生
活
を
振
り
返
り

新
た
な
目
標
や
生
き
が
い
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、
市
役

所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
き
い
き
と
楽
し
く
暮
ら

し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
投
票
立
会
人
の
募
集

　

投
票
に
立
ち
会
い
、選
挙
が
公
正
・

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
民
登
録

し
、
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
お
住
ま

い
で
18
歳
以
上
の
日
本
国
民

●
従
事
時
間　

選
挙
当
日　

７
時
～
20
時

期
日
前
投
票
日　

８
時
30
分
～
20
時

●
報
酬　

選
挙
当
日　

１
０
，
７
０
０
円

期
日
前
投
票
日　

９
，
５
０
０
円

●
応
募
方
法　

Ｈ
Ｐ
の
投
票
立
会
人

登
録
申
請
書
を
、持
参
ま
た
は
郵
送
。
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相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
の
当
日
（
５
月

26
日
㈰
）
ま
ち
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
行
わ
れ
る
パ
レ
ー
ド
に
、
多
彩

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

主
催
者
の
趣
旨
に
沿
い
、

陸
上
の
部
出
場
説
明
会
（
4
月
）
に

代
表
者
が
出
席
で
き
る
団
体

●
内
容　

祭
当
日
に
相
生
市
街
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
３
５
０
ｍ
を
演
技
し

な
が
ら
行
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係　

☎
㉓
７
１
３
３

そ
の
後
、
希
望
団
体
は
市
民
体
育
館

駐
車
場
に
て
演
技
可
能
で
す
。

※
内
容
変
更
の
可
能
性
有
り
。

●
参
加
費　

無
料
（
出
場
実
費
は
各

団
体
に
て
負
担
）

●
募
集
団
体
数　

約
15
団
体

※
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考
の
結
果

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込　

３
月
21
日
㈭
17
時
ま
で

に
、
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
地
域
振
興
課
へ
。

　「
相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
」
陸
上
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体
募
集

訪　問 約１～２カ月後

★申込条件など詳細は市民課市民係までお問い合わせください。

①市民課に申込み ②申請書の受付、顔写真の撮影 ③ご自宅でカード受け取り
（本人限定受取郵便により郵送）

　ご自宅や施設などに出向いて、写真撮影とマイナンバーカードの申請受付を行います。できあがったカードは
郵便で自宅にお届けします。おひとりさまでも、お気軽にお声かけください。

　市役所１号館１階２番窓口にて、マイナンバーカードの交付申請書類の作成、顔写真の撮影などのお手伝いを
します。手続きの際は、運転免許証や健康保険証などの本人確認書類をお持ちください。
　マイナンバーカードが保険証になるなど、利用範囲が広がっていますのでお早めに申込ください。

出張申請「ご近所・ご自宅出張サービス」受付のご案内

休日臨時窓口

問市民課市民係　☎㉓ 7129

●日時　３月 24日㈰（申込締切３月 15日㈮）
●場所　市役所１号館１階２番窓口
●申込方法
①市民係へ電話予約②予約後、市民係より必要書類を送付③必要事項を記入し当日持参

問
教
育
委
員
会
管
理
課　

☎
㉓
７
１
４
２

　
令
和
６
年
度
相
生
市
奨
学
生
募
集

　
市
内
在
住
で
経
済
的
理
由
に
よ
り

高
等
学
校
な
ど
の
修
学
が
困
難
な
学

生
（
令
和
６
年
度
に
在
学
ま
た
は
入

学
予
定
の
人
）
を
対
象
に
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
※
審
査
基
準
あ
り

●
支
給
額
　
年
額
４
０
，
０
０
０
円

（
進
学
進
級
支
度
金
）

●
必
要
書
類
　
指
定
の
「
申
請
書
」、

「
身
上
調
書
」、「
奨
学
生
推
せ
ん
調

書
」、「
令
和
５
年
中
の
同
一
世
帯
全

員
の
源
泉
徴
収
票
（
写
）、
確
定
申

告
（
写
）」、
新
入
学
予
定
者
は
出
身

中
学
校
が
作
成
し
た
「
奨
学
生
推
せ

ん
調
書
」　
※
申
請
書
類
は
、
管
理
課

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

●
申
込
　
３
月
25
日
㈪
ま
で
に
管
理

課
へ
必
要
書
類
を
提
出

★
令
和
５
年
度
の
奨
学
生
で
引
続
き

希
望
す
る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

マイナンバーカード を作りませんか
～休日臨時窓口のご案内～
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固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

●
縦
覧
制
度　

　

市
内
に
あ
る
土
地
や
家
屋
の
納
税

者
（
代
理
人
）
が
、
自
己
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
、
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
よ
り
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

▼
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日

㈮
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
閉
庁
日
は
除
く　

▼
手
数
料　

無
料

●
閲
覧
制
度

　
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族
の
所
有

す
る
固
定
資
産
（
相
続
人
・
納
税
管

理
人
は
関
係
の
あ
る
固
定
資
産
）
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
は
、
借
地
・
借

家
な
ど
の
権
利
が
発
生
す
る
土
地
ま

た
は
家
屋
に
つ
い
て
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
令
和
７
年

３
月
31
日
㈪
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
閉
庁
日
は
除
く

▼
手
数
料　

３
０
０
円

（
縦
覧
期
間
４
月
１
日
㈪
～
５
月
31

日
㈮
は
無
料
）

★
縦
覧
、
閲
覧
と
も
に
本
人
確
認
が

で
き
る
証
明
書
を
お
持
ち
に
な
り
税

務
課
資
産
税
係
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

★
同
居
の
家
族
以
外
の
代
理
人
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、借
地
人
・
借
家
人
は
、借
地
・

借
家
・
地
上
権
そ
の
他
の
権
利
の
資

格
を
確
認
で
き
る
書
類
（
賃
貸
契
約

書
の
写
し
お
よ
び
身
分
証
明
書
）
も

必
要
で
す
。

●
固
定
資
産
税
の
評
価
に
お
け
る
審

査
申
出
に
つ
い
て

　
登
録
さ
れ
た
評
価
額
に
対
し
て
不

服
の
あ
る
場
合
は
、
審
査
申
出
が
で

き
ま
す
。

▼
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
８
月
16
日

㈮
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
閉
庁
日
は
除
く

問
縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
は　

税
務
課
資
産
税
係�

☎
㉓
７
１
５
５

問
審
査
申
出
に
つ
い
て
は　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会�

☎
㉓
７
１
４
１

「にこにこで　げん気にあいさつ　みんなでね」

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

問
企
画
広
報
課
企
画
係　

☎
㉓
７
１
２
４

　

相
生
市
地
域
防
災
計
画
（
改
訂

案
）、
相
生
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
案
）、
第
４
次
相
生
市
障
害
者
基
本

計
画
・
第
７
期
相
生
市
障
害
福
祉
計

画
・
第
３
期
相
生
市
障
害
児
福
祉
計

画
（
案
）、
相
生
市
民
病
院
経
営
強

化
プ
ラ
ン
（
案
）、
相
生
市
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
（
案
）、
相
生
市
脱

炭
素
社
会
づ
く
り
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
し
た
が
、
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
は
計
画
（
案
）
に

基
づ
い
て
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

市
指
定
の
施
療
所
で
施
術
時
に
割

引
が
受
け
ら
れ
る
助
成
券
を
申
請
に

よ
り
交
付
し
ま
す
。
※
再
発
行
不
可

※
医
療
保
険
適
用
分
は
対
象
外

▼
対
象　

令
和
５
年
度
分
：
市
内
在
住
68
歳
以

上
の
人

令
和
６
年
度
分
：
市
内
在
住
69
歳
以

上
の
人

▼
有
効
期
間
　

令
和
５
年
度
分
：
3
月
31
日
㈰

令
和
６
年
度
分
：
翌
年
3
月
31
日
㈪

　
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
療
費
助
成

※
令
和
６
年
度
分
の
利
用
券
は
３
月

25
日
㈪
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

▼
助
成
額　

１
，
０
０
０
円
／
回  

（
12
枚
綴
り
1
人
1
冊
ま
で
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

年
齢
確
認
の
で
き
る
本
人
確
認
証

（
顔
写
真
付
き
は
１
点
、
な
け
れ
ば

２
点
の
ご
提
示
が
必
要
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
代
理
人
の

本
人
確
認
証
（
別
世
帯
の
人
が
申
請

の
場
合
は
、
委
任
状
も
必
要
）

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４
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●数値目標達成に向けた主な取り組み
◆新型コロナウイルス感染症対応として、発熱外来、Ｐ
ＣＲ検査、ワクチン接種を行うとともに、院内感染対策
を徹底し、安心・安全な診療体制の確保に努めました。
◆引き続き、訪問診療、訪問看護および患者送迎サービ
スを行い、外来患者の確保および在宅医療の充実に努め
ました。
◆地域連携室を中心に、地域の医療機関や介護福祉施設
をはじめ、福祉やケアマネと連携し、患者のスムーズな
入退院調整に努めました。
◆業務の効率化と患者サービスの向上を図るため、電子
カルテシステムを導入しました。
◆たつの市民病院などと医師の相互派遣を行い、診療連
携を図りました。
◆肛門外科や乳腺外科の専門外来を積極的に行うととも
に、婦人科の開設に向けて取り組みました。

問市民病院　☎㉒ 7126
新相生市民病院改革プラン点検・評価結果

目標数値 実績値

経常収支比率 103.6％ 96.1％

医業収支比率 94.9％ 83.7％

職員給与比率 47.0％ 56.2％

材料費比率 26.3％ 26.1％

病床利用率 50.5％ 41.8％

稼働病床利用率 79.4％ 65.6％

入院患者数（1日平均） 27.8 人 23.0 人

外来患者数（1日平均） 50.4 人 49.8 人

入院単価（1日一人当たり） 34,000 円 32,208 円

外来単価（1日一人当たり） 16,000 円 14,869 円

●目標経営指標の評価
　令和４年度相生市病院事業会計決算における実績値
は新型コロナウイルス感染症の影響により、入院患者
が減少し、入院収益が減ったことにより、材料費比率
は目標値を達成できたものの、経常収支比率や医業収
支比率など、その他の項目は達成できませんでした。

（下表参照）

・経常収支比率…（経常収益÷経常経費）× 100
　安定した経営を行うためには、100 以上であることが望ましい。

・医業収支比率…（医業収益÷医業費用）× 100
　収益率などを示す指数。100 以上であることが望ましい。

・職員給与比率…（職員給与費÷医業収益）× 100
　 比率が高いほど、財政硬直化の原因となる。

・病床利用率…（年延入院患者数÷年延許可病床数）× 100
　病院施設が有効に活用されているかどうかを判断する指標。

●病院の決算状況
◆延べ患者数
　入院 8,382 人、外来 14,652 人で、前年度に比
べ入院患者は 163 人、外来患者は 280 人の減と
なりました。

◆収益的収支
　総収益は約６億 2,755 万円（一般会計繰入金約
6,042 万円を含む）、総費用は約 6 億 5,435 万円で、
約 2,680 万円の純損失となりました。

◆医業収益
　約５億 2,167 万円で入院患者数の減により、前
年度に比べ約 2,110 万円の減となりました。

◆医業費用
　約６億 2,290 万円で光熱水費や非常勤医師にか
かる報償費の増により、前年度に比べ約 2,575 万
円の増となりました。

　8 月と１月に「相生市民病院経営強化プラン
検討委員会」を開催し、令和４年度の相生市病
院事業会計決算に係る点検・評価を行いました。

●委員による評価
　令和４年度も長引く新型コロナウイルス感染症の
感染拡大により、患者数が減少し、経営状況が悪化
している。新型コロナウイルス感染症の感染症法上
の位置づけが５類に移行したが、引き続き感染対策
を継続し、市民が安心して地域で過ごすことができ
るよう安定した医療経営を維持してほしいとの評価
を受けました。また、委員からは次のような意見が
付帯して出されました。
①医師、看護師など職員の安定的確立を行うこと。
②地域連携室を中心に、他病院や介護施設、ケアマ
ネなどと連携し入院患者を確保するとともに、患者
やご家族の気持ちに寄り添う医療サービスの提供に
努めること。
③施設設備の老朽化が進む中、患者が安心して利用
できるよう、財源を確保し、空調設備の更新工事を
進めること。
④持続可能な地域医療体制を確保するため、地域で
担うべき役割を再検証し、国のガイドラインに沿っ
た経営強化プランを策定すること。
⑤職員が一丸となり経営改善のための取り組みを行
い、安定した経営が図れるように努めること。
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「あいさつは　朝一番の　プレゼント」
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市
民
課
国
保
年
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　「
高 

額 

医 

療 

・ 

高 

額 

介 

護 

合 

算 

制 

度 

」

●
対
象
　

　
令
和
４
年
８
月
1
日
か
ら
令
和
５

年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
、
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己

負
担
額
が
あ
る
世
帯
（
※
）
で
、
医

療
費
と
介
護
費
の
自
己
負
担
額
の
合

算
が
下
表
の
自
己
負
担
限
度
額
以
上

支
払
っ
て
い
る
人

※
同
一
世
帯
内
で
あ
っ
て
も
、
計
算

は
対
象
年
度
の
末
日
（
7
月
31
日
）

に
加
入
し
て
い
る
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
社

会
保
険
な
ど
）ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利

用
し
、
そ
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。

●
申
請
方
法

◆
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者

　
支
給
対
象
の
可
能
性
の
あ
る
人
に

は
、
３
月
末
ま
で
に
申
請
の
案
内
文

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
市
民
課
国

保
年
金
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

★
対
象
期
間
中
に
、
医
療
保
険
の
変

更
が
あ
っ
た
人
な
ど
は
、
案
内
が
届

か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
社
会
保
険
加
入
者

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
窓
口

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　

　
被
保
険
者
証
、
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
振

り
込
み
先
口
座
を
確
認
で
き
る
も
の

（
通
帳
な
ど
）

所得　※ 1 区分※２ 国民健康保険 ＋ 介護保険
901 万円超 ア 212 万円

600 万円超～
901 万円以下 イ 141 万円

210 万円超～
600 万円以下 ウ 67 万円

210 万円以下 エ 60 万円
住民税非課税世帯 オ 34 万円

▶自己負担限度額（70歳未満の人）

※ 1　所得とは「基礎控除後の総所得金額等」のことです。
※ 2　社会保険加入者の所得区分は各保険者にお問い合わせください。

▶自己負担限度額（70歳以上の人）

※自己負担限度額を超えた額が 500 円以下の場合は支給されません。
※低所得者Ⅰで複数の介護保険受給者がいる世帯の場合は、限度額の
適用方法が異なります。

所得区分 　　　　　　　　　　＋ 介護保険

現役並み所得者
（３割負担の人）

Ⅲ 212 万円

Ⅱ 141 万円

Ⅰ 67 万円
一般 56 万円

低所得者
Ⅱ 31 万円
Ⅰ 19 万円

国民健康保険
後期高齢者医療制度

＋

上記の場合、申請により差額
の約 29 万円が支給されます。

夫負担
約 30 万円

（医療サービス）

※後期高齢者医療制度加入
　低所得者Ⅱの世帯の場合

約 60 万円－ 31 万円 

世帯負担 31 万円

約 29 万円

妻負担
約 30 万円

（介護サービス）

＝

＝

支 給 例

住
民
税
課
税
世
帯
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３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

問
保
健
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タ
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☎
㉒
７
１
６
８

　

３
月
は
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変

動
す
る
時
期
で
も
あ
り
、
自
殺
者
数

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

私
た
ち
に
は
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
づ
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。
な
お
、
夜
間
・
休
日
は

「
兵
庫
県
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト

ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
７
８-

３
８
２-

３
５
６
６
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
市
Ｈ
Ｐ
で
相
談
し
や
す
い

窓
口
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市ＨＰはこちら

●気づき
家族や仲間の変化に気づいて声をか
ける

●傾聴
本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

●つなぎ
早めに専門家に相談するように促す

●見守り
暖かく寄り添いながら、じっくりと
見守る

私たちにできること


